
（別紙３）

～ 令和8年2月20日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和8年2月20日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者の方からいただいた情報、教室での
出来事や児童の様子の変化等を職員間で細
かく共有することでさらに充実した支援に
活かしていきます。

2

打ち合わせの内容をその日に出勤していな
い非常勤の方も把握できるように議事録や
記録を残すことで、すべての職員に共有で
きるような仕組みを作ります。

3

遊びの研修や様々なレクリエーションを知り、実
際に体験することで、プログラム内容に活かすこ
とができる知識と経験を増やし、職員一人一人の
スキルの向上を図っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者の方々が参加しやすいような日
程と内容を検討し、前もって開催の告
知ができるよう準備していきます。

2

研修の様子や内容を保護者の方も確認できるよう
に、インスタグラム等のSNSで発信していく。ま
た、おたよりへの掲載も保護者の方が気づきやす
い形式で載せていきます。

3

具体的な内容を想像しやすいように文字だ
けでなく写真などの視覚情報を取り入れて
いきます。

ペアレントトレーニング等の保護者の方同
士が交流することができる研修の実施に至
らなかったことです。

日程調整等の問題が顕在化し、実施できま
せんでした。

避難訓練や事故防止マニュアル、感染症対
策研修等の職員研修での取り組みが保護者
の方へ広く周知されていないことです。

毎月発行しているおたよりには載せていますが、研
修内容や写真等の掲示が小さいことが原因と考えら
れます。また、インスタグラム等のSNSで研修内容
について触れる機会が少ないことも原因と考えられ
ます。

月間プログラムの内容を児童が見た時に、
見通しを持つのが難しいものがあることで
す。

保護者の方へ配布しているプログラム予定
表とイベント一覧表には、スペースが足り
ずイラストや写真など、視覚から得られる
情報が少ないことだと思います。

毎朝のミーティングや月に一度の全体会議
で、より良い支援に向けた打ち合わせが定
期的にできているところです。

毎朝の会議では前日の療育内容の振り返り
や、共有事項の確認をし、当日の療育に繋
げるようにしています。

五領域の内容に沿ったプログラムと楽しい
を引き出す療育を行っているところです。

全体会議で月間プログラムの計画を作成す
る際、児童の特性に合わせた環境設定や支
援計画に基づいた療育内容を前月の振り返
りをもとに作成しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者の方との情報共有が適切にできてい
て、共感的に支援をすることができている
ところです。

LINE等のツールを使用し、伝えるべき情報がある際にすぐに
共有することができる体制になっています。
送迎の際に保護者の方と対面で当日の様子を伝えることでより
詳しく療育中の様子を伝えることができるのに加え、家での様
子や些細な変化を会話の中で共有することができています。

○事業所名 こぱんはうすさくら旭川西教室　児童発達支援

○保護者評価実施期間 令和8年1月20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月5日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 令和8年2月20日

（対象者数） 19 （回答者数） 17

～ 令和8年2月20日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者の方からいただいた情報、教室での
出来事や児童の様子の変化等を職員間で細
かく共有することでさらに充実した支援に
活かしていきます。

2

打ち合わせの内容をその日に出勤していな
い非常勤の方も把握できるように議事録や
記録を残すことで、すべての職員に共有で
きるような仕組みを作ります。

3

遊びの研修や様々なレクリエーションを知り、実
際に体験することで、プログラム内容に活かすこ
とができる知識と経験を増やし、職員一人一人の
スキルの向上を図っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者の方々が参加しやすいような日
程と内容を検討し、前もって開催の告
知ができるよう準備していきます。

2

研修の様子や内容を保護者の方も確認できるよう
に、インスタグラム等のSNSで発信していく。ま
た、おたよりへの掲載も保護者の方が気づきやす
い形式で載せていきます。

3

具体的な内容を想像しやすいように文字だけでな
く写真などの視覚情報を取り入れていきます。ま
た、児童が見て見通しを持てるようにふりがなを
加えるなどの工夫をしていきます。

保護者の方との情報共有が適切にできてい
て、共感的に支援をすることができている
ところです。

LINE等のツールを使用し、伝えるべき情報がある際にすぐに
共有することができる体制になっています。
送迎の際に保護者の方と対面で当日の様子を伝えることでより
詳しく療育中の様子を伝えることができるのに加え、家での様
子や些細な変化を会話の中で共有することができています。

毎朝のミーティングや月に一度の全体会議
で、より良い支援に向けた打ち合わせが定
期的にできているところです。

毎朝の会議では前日の療育内容の振り返り
や、共有事項の確認をし、当日の療育に繋
げるようにしています。

五領域の内容に沿ったプログラムと楽しい
を引き出す療育を行っているところです。

全体会議で月間プログラムの計画を作成す
る際、児童の特性に合わせた環境設定や支
援計画に基づいた療育内容を前月の振り返
りをもとに作成しています。

月間プログラムの内容を児童が見た時に、
見通しを持つのが難しいものがあることで
す。

保護者の方へ配布しているプログラム予定
表とイベント一覧表には、スペースが足り
ずイラストや写真など、視覚から得られる
情報が少ないことだと思います。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ペアレントトレーニング等の保護者の方同
士が交流することができる研修の実施に至
らなかったことです。

日程調整等の問題が顕在化し、実施できま
せんでした。

避難訓練や事故防止マニュアル、感染症対
策研修等の職員研修での取り組みが保護者
の方へ広く周知されていないことです。

毎月発行しているおたよりには載せていますが、研
修内容や写真等の掲示が小さいことが原因と考えら
れます。また、インスタグラム等のSNSで研修内容
について触れる機会が少ないことも原因と考えられ
ます。

令和8年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月5日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら旭川西教室　放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間 令和8年1月20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


